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　全日本剣道連盟（All Japan Kendo Federation。
略称「AJKF」）は、剣道、居合道及び杖道（以











































































4* 全剣連「月刊剣窓」平成 31 年 4 月号 23 頁。我が国の指導者は、六段以上・称号保有者が一般的。WKC 海外審
判者の質は夙に指摘され、三段以上との講習参加資格からも海外の実情が窺われる。
5* 毎年の京都大会出場者（3 日間）は（錬士以上）3000 名、日本武道館の全国少年剣道大会（4 日間）参加者合計 1 万人。
平成 6 年発足の「社会体育指導者（地域スポーツ）剣道」認定者も1 万人超。平成元年の全日本選手権では、2 連












































































7* 全剣連『五十年史』（2003 年）54 頁・全剣連「月刊剣窓」平成 18 年 6 月号 437 頁
8* 全剣連「月刊剣窓」平成 29 年 1 月号 2 頁・平成 31 年 1 月号 2 頁
9* 幕府瓦解後の士族らの困窮を救済すべく開催された撃剣興業は、一時の盛況が著名剣術家の警視庁採用等もあって
下火となった。剣術が見世物化し、観衆に判定をわかりやすくすべく打突後見栄を切る等の弊害が指摘される（前掲「剣













































































10* 拙稿「剣道の理念に関する研究」日本大学法科大学院法務研究 12 号 88 頁
11* 日本では、昇段審査の前に付け焼き刃的に形を稽古する傾向が一部に見られるが、欧州等では、形を稽古し、基本
稽古、互角稽古に移る道場が多いし、剣道を単なる競技ではなく、伝統ある武的文化ととらえ、そのような文化を学




























































































































19* 「日本刀」とは、伝統的方法で製作された刀剣をいう（銃砲刀剣類登録規則 4 条 2 項参照）。「刀」は、銃砲刀剣類
所持等取締法が規定する「刀剣類」に内包され（同法 2 条 2 項 1 号）、社会通念上「刀」の類型に当てはまる形態及
び実質を備えた物をいう。居合道の試合で使用する「刀」は真剣とされ（居合道試合審判規則 3 条）、日本刀は鍛錬
したもので充分品位を備えたものとされる（同細則 2 条）。「刀」「剣」「真剣」は、すべて日本刀を意味する（拙稿「剣






































































32* 安岡正篤「ますらをの道」83 頁（株式会社ﾃ ｨ゙･ ｼｰ・ｴｽ、初版、2003）は、禅にあって「道」に入るには、思索的方
法と実践的方法（体験を深めていく行入）があると指摘する。





























































法の趣旨、目的に沿うように考慮が払わなければならない（最大判昭和 51 年 5 月 21 日・刑集 30 巻 5 号 615 頁）。
36* 全剣連個人会員は、定款規則に違反する行為、全剣連の名誉を傷つけ又はその目的に反する行為等（刑罰法令に違








































































て究極の一刀（一刀流「切落」、新陰流「十字勝」等）が成立した（大保木輝雄「いまの剣道」月刊剣窓平成 30 年 2
月号 20 頁）。日本刀を用いる居合道の形は、抜きつけと切り下ろしを基本とする。剣居一体の修行が求められる所以
のひとつであろう。





































































































































49* 前掲 10*「剣道の理念に関する研究」65・69・74・86 頁、日本武道学会剣道専門分科会「剣道を知る辞典」（東京堂出版，
初版，2011）195 頁 [ 大保木輝雄 ]、近藤典彦「羽賀準一」（同時代社，2015）330 頁「剣道入門階梯」、矢野博志「刀

































































































































































































































































































（ 2019年　11月29日受付2020年　 2月 3日受理 ）
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